
ミドルシルエット便器（壁排水）
製品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容にそって正しく取り付けてください。

取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。

取 り 付 け 前 の ご 注 意3

施 工 説 明 書 2005.11H06810

部 品 の 確 認2
※部品があるか、下表を参照して確認してください。

施工完了図（壁給水タイプの場合）

施工完了図（床給水タイプの場合）

製品セット図■施工前に、給水取出位置及び排水管位置が
　所定の位置にあることを確認してください。

■便器を設置する床面は水平であることを確認
　してください。段差がある場合は、便器がが
　たつくことがあります。

給水R1/2

排水管の壁仕上げ面からの出代90mm

壁給水の場合

給水R1/2

300

300

排水管中心線

150 120

床給水の場合

100

名　　称 個数 略　　図 備　　考

便　　器 1個

パッキン 1個

施工説明書 1枚

1個

1個

2個

固定片

接着ブロック

木ねじ
（固定片用） Φ6×40

化粧キャップ 2個

便器取付木ねじ 2個

座金 2個

1個

1個

止水栓

※

※ウォシュレットARセットの場合（便器品番CS860BPE）、手動便器洗浄ユニットは同梱されておりません。
　ウォシュレットAR付属の自動便器洗浄ユニットを使用してください。

手動便器洗浄ユニット CS860BPのみ同梱
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安 全 上 の 注 意（安全のために必ずお守りください。）1

注意 

フィルター掃除をするときは、必ず止水栓を閉めてから行う 

止水栓を閉めないと、水圧でフィルターが飛び出してくることがあります。 

陶器に衝撃を与えない 
陶器が破損してけがをしたり、水漏れのため家財を汚す原因になること
があります。 

設置工事に使用する部品は必ず付属部品および指定部品を使用
する 

お守りいただく事項の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。 

注意 この表示の欄の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う 
可能性および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

表　示 意　味 

してはいけない「禁止」内容です。 必ず実行していただく「強制」 
内容です。 

給水フレキホースを無理に折り曲げたり、たばこの火やカッタ
ーなどで、傷をつけない 
給水フレキホースが破損し、水漏れして家財などをぬらし、財産損害
発生のおそれがあります。 

施工の前にこの「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しくお取り付けください。この説
明書では、商品を安全に正しくお取り付けいただき、お客様や他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示と意味は次
のようになっています。 



裏面につづく

施 工 要 領5

各 部 の 名 称 と 施 工 の ポ イ ン ト4

給・排水管の取り出し2

下記の施工説明書に従い、確実に施工してください。
■CS860BP（手動便器洗浄）の場合：手動便器洗浄ユニットに同梱の施工説明書
■CS860BPE（自動便器洗浄）の場合：ウォシュレットARに同梱の施工説明書

洗浄レバーの取り付け1

固定片の位置決め

■便器排水口に接続パッキンを取り付けてください。

①下図を参照して、排水の接続が所定の位置になるように便器を仮置きし、
　便器取付木ねじの位置をけがいてください。

②便器取付木ねじ位置を基準に、固定片取付穴位置および固定片中心線をけがく。
　（前方に373mm、ピッチ90mm）

※このとき、便器中心線と便器の中心がほぼ一致するように注意してください。

5

接続パッキンの取り付け4

止水栓の取り付け3

木ねじを強く締めすぎて便器を
割らないようにご注意ください。

仮置きして便器取付木ねじ
の位置をけがく

排水管は、必ず1/50以上の勾配を確保してください。

ポイント①

ポイント②

ポイント③

接続パッキンの取付方向は、図を参考にしてください。
あらかじめ接続パッキンまたは排水管に石けん水を塗って
差し込んでください。

※接続パッキンの取り付け方向は、図を参考にしてください。
　あらかじめ接続パッキンまたは排水管に石けん水を塗って差し込んでください。

排水管を逆勾配にしないでください。器具
の洗浄機能が低下したり、汚水がトラップ内
に逆流するおそれがあります。

注意 

給水R1/2

排水管の壁仕上げ面からの出代90mm

壁給水の場合

給水R1/2

300

300

排水管中心線

150 120

床給水の場合

100

90360

450

120

ø89

塩ビ排水管
（TOTO Y9207の場合）
（1/50以上の勾配）

373

90

固定片取付穴
2カ所

固定片中心線

便器中心線

便器固定穴

壁

※器具を取り付ける前に、必ず給水管内のごみ、砂などを完全に洗い流してください。
※必ず同梱の止水栓（ストレーナー付）を使用してください。

〈左壁給水の場合〉 〈左床給水の場合〉 

便器

床

便器

30°

壁

便器取付木ねじ

化粧キャップ（後）
座金

パッキン

固定片

排水管

木ねじ

接着ブロック

排水管中心線

便器側

排水管側

パッキン断面図

便器側

排水管側

パッキン断面図



固定片の取り付け6

固定片中心線

便器取付木ねじ位置

排水管中心線

①固定片を固定片中心線に合わせて、木ねじ（2カ所）にて固定する。
②固定片の凹部に接着ブロックをセットする。
　接着ブロックは固定片の凹部に密着するように、軽く指でおさえてください。
※床に木ねじをねじ込む前に、φ3程度の下穴を開けると作業がしやすくなります。

接着ブロックは固定片の凹部に密着
するように、軽く指でおさえてくだ
さい。

便器の取り付け7

給水ホースと止水栓の接続（普通便座の場合） 8

便座本体の取り付け9

■便座本体の取り付けにあたっては、便座付属の施工説明書にしたがって
　ください。

①パッキンを下図の位置に必ず組み込んでください。 給水ホース及び電源コードを便器後方へ取りまわし、給水接続を行ってください。
※給水ホースを無理に折り曲げたりしないでください。

パッキン 

②給水ホースを止水栓に接続してください。

固定片

木ねじ

接着ブロック

接着ブロック

凹部

固定片

固定片

凹部

接着ブロック

固定片の凹部にはまる
ように、接着ブロック
をセットしてください。

便器取付木ねじ

化粧キャップ（後）

座金

パッキン

排水管

便器排水口

手順2

便器の先端側を持ち上げるように
排水管に差し込んでください。

手順3

持ち上げながら

持ちかかえる

差し込む

差し込む

タンクの下を持ちかかえるように、
便器本体を持ち上げながら、便器の
排水口を排水管に差し込みます。

手順1

※便器取付木ねじを強く締すぎて
　便器を割らないようにご注意く
　ださい。
※排水管は、必ず１/５０以上の
　勾配を確保してください。　

給水ホース　

ウォシュレットの給水ホースの接続10

※気温が下がると接着ブロックが固くなることがあります。
　このときは、包装袋ごとあたためて、柔らかくしてご使用ください。 排水管を逆勾配にしないでください。器具の洗浄機能が低下したり、

汚水がトラップ内に逆流するおそれがあります。

便器排水口を排水管に奥まで
きちんと差し込んでください。
差込が不十分な場合、臭気漏
れや漏水のおそれがあります。

パッキンが排水管に隠れ
るまで差し込んでください。

差込不足（パッキンが排水
管内に隠れていない状態）

便器が床につくまでしっか
りと便器を押さえ込んでく
ださい。便器を左右に押し、
がたつきのないことを確認
してください。

手順4
便器取付木ねじを締め
込んでください。

給水ホースにねじれ、折れ
などのないように接続して
ください。

分岐金具

止水栓

給水ホース
（タンク）

分岐金具を接続し、便器
給水ホースを接続する。

1

給水ホース
（ウォシュレット）

ウォシュレット給水ホース
と電源コードを便器背面
にとりまわす。

2

ウォシュレット給水ホース
を分岐金具に接続する。

3



2、3度洗浄させて、タンク・便器内外に、漏水など異常がないことを確認
してください。

■便器袴下部と床の隙間に掃除の際の水や小水が入り込みますと、床シミ
の原因となりますので、便器袴下部周囲にシリコンシール剤を塗布し水
や小水の浸入を防止することをおすすめいたします。

便
器
内
面
側

便
器
表
面
側

シリコンシール剤

止水位の確認11 取付け完了後の確認12

浮玉レバー 

・右回し……止水位が下がります。 

・左回し……止水位が上がります。 

止水位がウォーターライン（標準水位）に合って
いない場合のみ下図の要領で調整してください。 

浮玉 

右回し 左回し 

②止水位がウォーターライン
（標準水位）に合っている
か確認する。

①止水栓を開く。

ウォーターライン WL

お客様に快適に使っていただくためのポイント
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